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15
年
8
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ど
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会
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昔、銀座は四方を水路で囲まれ、いくつもの橋がかかっていた。銀座通りの
北端にあるのは「京橋」。東海道で日本橋から京都に向かうときに最初に渡
る橋という意味があるという。南端は、京橋に比べ新しい橋という意味で名
付けられた「新橋」。そして外堀通りの南端にあったのが、今回の撮影場所
になった「土橋」である。名前の由来は木の土台の上に土をかぶせた橋だっ
たことからきている。資料によると長さ三間二尺の小さな橋だったようだ。そ
の後の橋は、その名前だけを引き継いだ。その他、銀座は上下水道が最初に
完備した街でもある。それが要因となり、水を使用する産業（飲食業）が銀座
に集まったといわれている。今も昔も銀座は"水"の街として繁栄している。 

（平成13年6月27日撮影） 

千
代
田
区
、中
央
区
、港
区
の
境
界
が
合
す
る
位
置
に
あ
っ
た
土
橋
は
、昭
和
二
十
四
年
か
ら
の
外
堀
埋
め
立
て
と
、

昭
和
三
十
五
年
か
ら
の
汐
留
川
の
埋
め
立
て
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、昭
和
三
十
七
年
に
開
通
し
た
高
速
道
路
下
の

交
差
点
の
名
と
し
て
、そ
の
歴
史
を
と
ど
め
て
い
る
。 

橋
の
手
前
に
昭
和
二
十
五
年
、日
本
初
の
美
容
整
形
手
術
専
門
の
十
仁
病
院
が
開
業
、広
く
話
題
を
呼
ん
だ
。 

橋
を
渡
っ
た
銀
座
側
に
は
、戦
後
、何
年
に
店
開
き
し
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、キ
ャ
バ
レ
ー「
シ
ョ
ー
ボ
ー
ト
」が
あ

り
、動
乱
の
に
わ
か
成
金
や
進
駐
軍
兵
士
の
た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
た
。客
が
来
る
と
マ
ド
ロ
ス
ス
タ
イ
ル
の
ボ
ー
イ

が
ド
ラ
を
打
ち
鳴
ら
し
た
。出
入
り
す
る
客
を
狙
っ
て
群
が
る
花
売
り
娘
は
、昭
和
二
十
七
年
に
禁
止
さ
れ
た
は
ず

で
あ
る
が
、シ
ュ
ー
シ
ャ
ン
ボ
ー
イ
と
と
も
に
、敗
戦
の
傷
み
を
引
き
ず
っ
て
い
た
。そ
の
跡
地
に
、総
ミ
ラ
ー
ガ
ラ
ス
張

り
の
リ
ク
ル
ー
ト
ビ
ル（
ギ
ン
ザ
8
）が
建
っ
た
の
は
、昭
和
五
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

（
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
撮
影
） 

 

消えた街角:富岡畦草・記録の目シリーズ 

昭和35年「土橋の戦後」 
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